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意欲的に学習に取 り組み,見通 しを持 っ
て粘 り強 く ｢学習課題｣を追求する生徒
数学科での主体的な学習



































また,具体物 を使 う場合で も債示的な扱い
をすることが多 く,生徒が手 にとって考えて
い くとい う場面 は乏 しか った｡ また,具体物
を生徒 に扱わせた場合で もそのときか ぎりで,
直観力や想像力に発展 させてい くよ うな発展
的な取 り扱 いは見 られないのではなか ったよ
うにと思われ る｡
そこで,以上 のことを改善す るため,次の















ね らいをふ まえた授業 として,次の 5つの
｢学習課確｣を設定 した｡
- 42-
3-0 立方体 の展開図 は何種頬あるかo
(指導時数 1時間 )














3-3 まるくてましか くでさんか くな らの?
(脂,TS時数 1時ldl)




(春休みの課題 と指導時数 1時間 )
目標 : 文字の式を利用 して,図形の性









① 1辺 18cmの正方形の画用紙を用意 させ.
下図のような展開図を,I,-し,立体を制作 さ




A. B, Cの記号を書 き込み,いろいろな
問題を作 って解いてみよう｡
[｢学習課題｣を小集団で追求す る段階]





① 前時に制作 した立体を もとに,班で互い









(卦 生徒一人一人が 2時間の学習を振 り返 り,





○ 頂点 ･辺 ･面の個数に関す るもの
･ 頂点は全部でい くつあ りますか｡
･ 辺は全部でい くつありますか｡
･ 面は全部でいくつありますか｡







･ 辺 PAと垂直な辺 は｡









点 Aか ら面 P[ミCまでの距離を求め
な さ い O
(3) 問題つ くりの例
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(4)考察
前時に立方体の展開図を学習 していたため,
｢いちばん簡単 な展開図｣ とい う題材を示 し
たとき,立方体を作 ると考えた生徒が多か っ
た｡
正方形の紙を示 し, ｢これが, いちばん簡単
な展開図です｡｣ と言 った時,生徒の意外 そ










問題作 りでは,例に示 したよ うに多 くの問
,qBがで きた.
また,次のよ うな,生徒の反応がみ られた｡







体積 .面積を求める問題 はな し 30%












要 とされるか らであろう｡ ｢1つの虚根 に平
行 な 2つの平面 は ･ .｣ とい うのかよ くわ




んな立体がで きるのか｣ とい うことであ った｡
4つで四角すいがで きるとい うのはす ぐに分
か ったが, ｢三角す いは三角柱の 3分の 1の
体積 だか ら3つ集めると三角柱 になるはずだ｡
｣ という意見に対 しては,かな りの時間考え
たり話 し合 った りした結果,で きないとい う
ことがわか った｡ 3個でだめな ら6個, I2
個 と増や して考 えてい く生徒 も見 られた｡
立体モデルを具体物 と して使 って立体を考
察 してい くことにより, より発展的に学出を
展開 してい くとが可能である｡ また,最後 ま











｢まるくてま しか くでさんか くなもの｣を
つ くってみよう｡










を学習 した後,その発展教材 と して円柱の切
断を学習 した｡ そのね らいは次のとおりであ
る｡




○ 切断の発展 として円錐曲線 に発展 でき
｢まるくてま しか くなもの｣というのは,
底面の直径 と高 さが等 しい円柱であるという
ことは比較的簡単にイメージで きたが, ｢さ





















った ｢投げ込み｣的な内容が多 く,それが 1
年の図形学習が軽 く扱われ る原因にもなって
いるのではないだろうか｡
(春休みの課題 と指導時数 1時間 )
目標 : 文字の式を利用 して,図形の性















｢正多面体は5つ しかな い ｡ とうして?J













るとよくいわれ るo Lか し逆 に.作図や立体
モデル等多 くの具体物や作業を取入れた学習






その基本 となるものは,見 る,測 る,描 く,
造 る, といった活動を中学校で も授業に杭極
的に取 り込んでい くことではなかろうか｡
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